
四国で唯一の航空連合加盟組合（本部直轄）であるANAエアサービ
ス松山労働組合（栗原義博執行委員長）では、毎年、松山空港ビル
（株）に対する政策要望を策定しています。単組としての企業内労使
関係を超えた政策活動への取り組みは異例であり、現在、次期要望に
向けて、利用者視点・働くもの視点の双方から徹底した議論がおこな
われています。航空連合本部としても側面からサポートし、着実な
実現につなげていきます。
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※撮影時のみマスクを外しています。

松山空港ビル（株）への政策要望を議論するANAエアサービス松山労働組合
執行部のみなさん（一番右が栗原義博執行委員長）

これまでの
主な

実現項目

●伊予鉄バスへの全国共通ICの導入
●空港ホームページおよび空港内案内板へのAED設置場所の表示
●従業員用駐車場の拡大
●PBB内部の温度上昇対策の実施（遮光フィルム貼付）
●クールダウン室の設置


	スライド番号 1

